
土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 No.2 (管理番号=11800148) 調査位置 北 緯

発 注 機 関 調査期間 東 経

調 査 業 者 名
電 話 

主任技師
地質調査技士
登録番号: 

現    場
代 理 人 地質調査技士

登録番号: 

コ ア
鑑 定 者 地質調査技士

登録番号: 

ボーリング
責 任 者 地質調査技士

登録番号: 
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5.81m

総 削 孔 長 39.45m
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GL-0.0～0.65m 粘性土主体。
GL-0.65～0.75m コンクリート片を混
入する。
GL-0.75m以深 粘性土主体で、小レン
ガ片を所々混入する。
含水中位、粘性中位。

未分解の植物片を多く混入する軟らか
い粘土。含水多く、粘性中位。

全体に腐植物を混入する軟らかいシル
ト。粘性強く、含水中位～多い。
GL-4m付近、砂を少量混入する。

やや粒子均一な細砂主体。上部にシル
トを多く混入し、青灰色を呈する。中
部は赤褐
色を呈し、下に向かって粒子が粗くな
る。含水量も下に向かって多くなる。

粘土を主体とし、全体に締まってい
る。

粒子均一な細砂～中砂を主体とする。
また最大φ40mmの礫を混入する。全体
に含水多
い。
GL-12.0～12.2m 淡緑灰色の砂質シル
トを挟み、やや固結している。

均質なシルト。葉理が見られる。粘性
中位、含水中位。
GL-17m やや砂質となる。
GL-19m以深、貝殻片が点在する。

貝殻片と細砂を多く混入する不均質な
シルト。粘性中位、含水多い。

貝殻片を混入するやや不均質なシル
ト。貝殻片は上部に多く、下部は粘性

02/04
3.14

1

0

0

0

0

0

2

8

16

12

30

13

29

31

14

5

7

5

4

4

5

4

3

2

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25 15

300
1

300
0

300
0

300
0

300
0

300
0

150
1

3

5

4

10

1

7

8

2

2

3

2

1

1

1

1

1

200
1

150
1

3

5

4

10

4

8

10

4

1

2

1

1

2

2

1

1

1

2

6

4

10

8

14

13

8

2

2

2

2

1

2

2

1

300
1

300
0

300
0

300
0

300
0

300
0

300
2

300
8

300
16

300
12

300
30

300
13

300
29

300
31

300
14

300
5

300
7

300
5

300
4

300
4

300
5

300
4

300
3

300
2

300

300

300

300

300

2.00

2.85

4.00

4.85

6.00

6.85
7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

2-
T-2

2-
T-4

2-
T-6

2-
P-7

2-
P-8

2-
P-9

2-
P-10

2-
P-11

2-
P-12

現場透水試
験

現場透水試
験

Ｔ

Ｔ

Ｔ

－

－

－

－

－

－

10.00

10.50

透水係数(m/sec)
=3.77E-05

14.00

14.50

透水係数(m/sec)
=8.54E-06

4
2



24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

-22.19

-27.44

-32.99

-33.64

28.00

33.25

38.80

39.45

粘

土

質

シ

ル

ト

シ

ル

ト

砂

礫

細
砂

緑

灰

緑

灰

緑

灰

暗

灰

暗
灰

密～
非常
に密

密

非常
に軟
～中
位

軟～
硬い

貝殻片を混入するやや不均質なシル
ト。貝殻片は上部に多く、下部は粘性
の強いシル
トとなる。含水中位。

腐植物や砂を部分的に混入するシル
ト。粘性中位～やや強く、含水中位～
多い。

φ50mm以下の礫と、細砂～粗砂、シル
トからなる。また、部分的に締まって
いる。含
水多い。

粒子均一な細砂を主体とする。
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